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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

平成 17 年に開設しました 114 名定員のユニット型特養です。 

全室個室でゆとりのある居住空間を提供しています。「その人らしさを大切に」

の法人理念のもと、ご入居者が快適に過ごせるように自立支援を行っています。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

◎ご入居者の機能訓練室でのリハビリ風景を

見た介護職員から「こんなに色々な事をご自

分で出来るのか！」と驚かれる事があった。 

◎この事が、ご入居者が機能訓練室で発揮で

きている ADL 状況をユニットでの生活に活

かしきれていないのでは？という事に気が付

く契機となった。 

◎機能訓練室でのリハビリを「待つリハ」と

とらえ、ご入居者にとって実際の生活環境で

あるユニットへ「出向くリハ」に重点と発想

を変える必要があった。 

◎その為にはリハビリ職員がユニットにおい

て介護職員と共にあらゆるケアを行う事で、

視点や問題点を共有する必要があった。 

◎＜機能訓練室から飛び出せ！＞を合言葉

に、他職種間連携の強化に向かって、最初の

一歩を踏み出した。 

 《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

＜目標＞ 

・全てのご入居者へより良い介護サービスの

提供をする。 

・情報伝達の「見える化」に取り組み活用す

る。 

 

＜成果＞ 

・多職種間連携での役割分担をより明確にす

る。 

・これが可能になれば、技術や経験による「差」

を少なくすることが出来る。 

 



《３．具体的な取り組みの内容》 

ポジショニングの情報を一目で見られるよ

うな形にした“ポジショニングポスター”を

作り活用をした。 

① 写真・図ではっきりと 

写真や図を大きくし、印をつけて、は

っきりと形を目視出来るようにした。 

② 文字を変える 

重要な部分に関しては色と大きさを変

え、より強調されるようにした。 

③ 文体 

リハビリ用語や略語は使わないように

し、なるべく分かりやすい表現になる

ようにした。 

④ 道具の指定 

クッションを使用する場合は、形や大

きさを明記するようにした。又、もし

クッションが無かった場合に代用出来

るもの・使い方を記載するようにした。 

⑤ 見やすいところに 

体位変換や移乗等を行う際に、目に入

りやすい場所にポスターを掲示するよ

うにした。 

⑥ 更新 

「他の部位であればどうすればいいの

か？」「もっと見やすくしてみては？」

等の意見や要望があった際には、内容

を随時更新するようにした。 

 

《４．取り組みの結果と考察》 

◎“ポジショニングポスター”による伝達方

法を開始した当初は慣れない方法での介助に

不安の声も聞かれた。 

◎他職種間連携による協議や、意見交換をす

る中で出来てきた介助方法である事もあって

徐々に浸透した。 

◎積極的に実践していく職員が増えること

で、今までやってきた介護方法とは違うが、

実は介助量が減り、安全に行える方法がある

ことが実感してもらえるようにもなってき

た。 

 ◎「見える化」された事で職員に理解されや

すくなり、新しい技術や理論についても積極

的に取り入れる職場風土に変化していった。 

◎“ポジショニングポスター”をご覧になっ

たご家族からは、職員間で連携して取り組ん

でいる事をご理解頂き、はっきり見えた事に

対する評価も頂けた。 

 

《５．まとめ、結論》 

“ポジショニングポスター”を通して、「見

える化」に取り組んだことで介護技術につい

ての意見交換や技術伝達を行うきっかけにな

った。分かりやすく「見える化」に取り組み

をする事で、あらゆる介護技術やケアの質の

向上に繋がる職員間のコミュニケーションが

生まれる結果となった。 

 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人・

ご家族に口頭にて確認をし、本研究発表以外

では使用しないこと、それにより不利益を被

ることはないことを説明し、回答を以って同

意を得たこととした。 

 

《７．参考文献》 

大田仁史（2002 年）『終末期リハビリテー

ション』荘道社 

 

《８．提案と発信》 

ターミナルケアを迎えるにあたっても、ご

入居者やご家族から様々な求めがリハビリに

も出てくることもある。「出来ない」ではなく

「どうしたら出来るのか」それに向かい多職

種間連携を円滑にする努力が必要不可欠であ

る。私達、専門職の能力を充分に発揮する事

で、ご入居者の「その人らしさ」を保つ事は、

最後の最後まで可能ではないか。 

【メモ欄】 

 

 


